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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，中小企業に適したビジネス・プロセス管理（BPM）モデルを開発
し，それを中小企業に実装させるところにある。本研究では，BPM導入の資金や人材が不足する中小企業が容易
にBPMが導入できるように，親プロセスを構築し，親プロセスで見付かったボトルネックをドリルダウンして子
プロセスを作り，管理するドリルダウン・アプローチによるITソリューションを開発している。当研究モデルに
よるITソリューションは当研究のホームページに公開し，希望企業が試用できるようにしている。
　さらに管理方法論の研究として従来の原価管理技法の制約と問題が解消できる時間主導型の原価管理モデルを
考案し，適用している。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop a business process management 
(BPM) model suitable for SMEs and to have them implement it. In this study, in order to make it 
easier for SMEs that lack funds and human resources to implement BPM, we developed a drill-down 
approach to manage bottlenecks found in the parent process. The IT solution based on this research 
model has been published on the website of this research so that the desired companies can try it 
out.
　Furthermore, as a study of the management methodology, we have devised and applied a time-driven 
cost management model that can solve the constraints and problems of conventional cost management 
techniques.

研究分野： 社会科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　情報化時代では，グローバル規模で情報が取り扱われ，ビックデータの解析とともに，顧客対応へのスピード
化による俊敏なビジネス・プロセス管理の必要性が高まっている。しかし，環境変化に伴う組織横断管理の理論
とICTとの連携研究の不足により実践的な研究成果は上げられていない。当研究では中小企業における組織横断
のプロセス管理の効率性と効果性を高めるための理論とITとの結合を図る研究を目指したものである。
　当研究は資金と人材が不足している中小企業が適用しやすいビジネス・プロセス・マネジメント（BPM）の管
理理論とITソリューションの開発を一体化して進めた研究であるため，実践的な研究としての意義は高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
今日のような情報化時代では，グローバル規模で情報が取り扱われ，情報化の影響がすべての

領域に行き渡り，情報管理が競争優位を導く手段の１つになっている。特に，競争激化に伴う顧
客対応へのスピード化により，顧客対応の向上のためのビジネス・プロセス管理に関する関心は
高まっている。次第に，企業では情報管理の手段として ERP（Enterprise Resource Planning）
が導入され，使われているが，ERP は柔軟性がないという問題点などで，変わる環境変化に対
応したプロセス改善を支援することはできなかった。ERP の限界を克服し，ビジネス･プロセス
を管理するために，ERP との連携を図りながらプロセスを別途管理しようとする IT ツールが
開発されるようになった。このような傾向はあくまで大企業中心の動向で，中小企業としては，
その構築のための資金不足や人材不足などにより，実行はむずかしい状況におかれている。本研
究では，今まで研究してきた中小企業用のビジネス・プロセスの管理モデルを改善しながら，中
小企業にとって導入費用が少なく使いやすい IT ツールを，管理モデルと整合性を保たせながら
開発し，複数企業で適用するところを目標とした。 

 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は，今まで研究してきた中小企業に適したビジネス・プロセス管理（Business Process 
Management: BPM）モデルを企業ニーズに合わせて改善するとともに，管理モデルと整合性を
持つ IT ツールの開発を研究目的とする。本研究では，国内外及び本研究の研究成果を踏まえて，
中小企業が容易に導入できるビジネス・プロセス管理モデルを確立し，開発する IT ツールを中
小企業に実装する学際的な研究を行う。本研究は，ビジネス・プロセスの構築・管理の独創的な
アプローチによる，イノベーティブな参加型の導入研究（Innovation Participatory Action 
Research）になる。当研究に成果が得られれば，中小企業にとって，ビジネス・プロセスは容易
に構築・管理でき，現場管理と業績管理が同時に可能になる。当研究の研究期間内の目標は複数
企業での普及型ビジネス･プロセス管理モデルの構築および実務で活用可能な IT ツールの開発
である。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は，中小企業を対象とした BPM モデルの参加的導入研究であるため，中小企業の実態
に合わせてプロセスの管理と構築を段階的に推進し成果が得られるようにする必要がある。今
までの研究成果として中小企業用の BPM 概念モデルは作り上げているので，それをもとに中小
企業の現場の意見を聞き入れながら，使いやすい IT ツールを開発し，それの適用により得られ
るデータを分析し，成果が管理できる業績管理モデルの完成までを目指す。 
 本研究は、大きく分けて、下記の図で見られるように、4 つの研究課題について、3 段階
に分けて研究を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的には①段階的なビジネス・プロセスの構築・管理論の確立，②企業との連携により，BPM
の試行による導入要件の考察，③BPM 普及モデルの開発にもとづく中小企業での実装の順になる。 
 
 
 



４．研究成果 
 
 研究はほぼ研究計画通りに進められた。4年間の研究成果を項目別に要約すると次の通りであ
る。 
(1) 段階的なビジネス・プロセスの構築・管理論の確立 
 当研究は，企業事情に合わせた段階的なビジネス･プロセスの構築と管理を通じて，プロセス
の「時間・コスト・キャパシティ」の管理ができるモデル開発を目指すものである。すなわち，
ロシア人形（Matryoshka doll）のようにシンプルな一つの人形のみ（親プロセス）を作ること
によりプロセス管理が行われることができ，より詳細に人形の中身を管理したいときには，次々
と，中の人形（子プロセスと孫プロセス）を作ることにより管理の精度を高めることができる概
念モデルを開発することである。さらに，時間主導型活動基準原価計算（Time-Driven Activity-
Based Costing：TD-ABC）やスループット会計，Time Based Costing(TBC),Time Based 
Accounting(TBA)などの当モデルと親近性のある新しい技法の特徴を活かして適切なコストの算
出及び管理が可能な概念モデルを作り上げることができた。 
 
(2) 企業との連携により，BPM の試行による導入要件の考察 
当研究の研究目標を達成するためには企業に適用し，臨床試験を行いながら改善していく必

要がある。未完成のモデルの適用に企業の協力を取り付けることは簡単ではないが，社会人指導
院生の勤め先の協力を得て臨床試験的な適用を行うことができた。さらに，臨床試験的な適用で
はあるが，膨大なプロセス・データが得られたので，そのデータを CSV データとして EXCEL に送
り，EXCEL マクロ機能を有効に使いながら分析ツールを開発することができた。 
 
(3) BPM 普及モデルの開発にもとづく中小企業での実装 
 当研究は，研究期間を 1年延長して 4年間の研究として行われることになったが，中小企業で
の実装という研究目標は，十分とは言えないものの，複数の企業現場の協力により使用可能な IT
ツールの開発は終え，希望企業に試用可能な IT ツールを含んだモデルをホームページ
（http://portal.chain-alpha.org）に公開している。 
 下記の図は開発された IT ツール（chain-alpha）によるビジネス・プロセス実行結果を Excel
に送り出し分析する事例を示したものである。 
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